
「科学技術コミュニケーションに関する現状・課題・今後の方向性（案）」
３つのトピックについて

異なる視点からみた現状と再考

① 「対話・協働の場の構築と推進」

② 「多層的な科学技術コミュニケーションの推進」
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③ 「科学技術コミュニケーションに関する人材の育成」
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① 「対話・協働の場の推進」のゴールの確認
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出典：内閣府世論調査「科学技術と社会に関する世論調査」(2017)
 https://survey.gov-online.go.jp/h29/h29-kagaku/

① 「対話・協働の場の推進」のゴールの確認
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出典：総務省「新型コロナウイルス感染症に関する情報流通調査」(2020)
 https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban18_01000082.html

① 「対話・協働の場の推進」のゴールの確認
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【現状・課題】
・ 「対話・協働の場」と「情報共有の場」は、（物理的に）別物となっている。

【再考】
「対話・協働の場」を さらに（全国民レベルに）推進・拡大することで、
「情報共有の場」とイコールになる状態を目指していくのか？

（→現状の見直しの方向性でOK）

or

   「対話・協働の場」と「情報共有の場」は
ある程度 別物と捉えて、ゆるやかに繋がった状態を目指していくのか？

（→見直し案に「情報共有の場の推進」も加える必要アリ）

① 「対話・協働の場の推進」のゴールの確認
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② 「多層的な科学技術コミュニケーション」の範囲の確認
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「VSEG」 ( Victorian Segment )

● オーストラリア・ヴィクトリア州政府が考案した
科学・技術への関与度によるセグメンテーション手法の質問群

（Victorian Department of Innovation, Industry and Regional Development, 2007）

→ 加納ら（2013）、後藤ら(2015)が日本に導入し一定の有効性を確認

● ３つの質問項目への回答の組み合せから,
科学・技術への「関心層」 「潜在的関心層」 「低関心層」に分類可能

● シンプルかつ少数の質問で構成されるため
世論調査やメディア利用者調査といった大規模アンケートでも容易に導入可能

② 「多層的な科学技術コミュニケーション」の範囲の確認

（参考） VSEGにおける各層の分類と定義

「関心層」
・科学技術に大変関心があると回答し、かつその情報探索にも積極的。

「潜在的関心層」
・科学・技術に関心があるがその情報探索には積極的でない。
・科学技術に関心があるとは言えないがその情報探索に積極的。
・科学・技術に対する関心があるともないとも言えず情報探索に積極的でない。

→ きっかけがあれば科学・技術へ関心を持つようになり、
情報を積極的に調べるようになる可能性がある層。

「低関心層」
・科学技術に関心がない、または全く関心がないと回答し、かつ情報探索にも積極的でない。
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② 「多層的な科学技術コミュニケーション」の範囲の確認

サイエンスカフェ 参加者
科学イベントの参加意向と実際の参加者層の分析（加納,2020）

(N = 133)

【関心層】

日本国民 全体

NISTEP世論調査（2013）

Masu, T., & Abe, Y. (2025, in press)

国立科学博物館 来館者

【潜在的関心層】 【低関心層】

※未発表データ（2023年 桝, 一方井, 小川 の調査）

民放テレビ 視聴者
（2023年5月28日放送 「真相報道バンキシャ」）

16.1 % 61.4 % 22.6 % (n = 2000)

(n = 1000)

(n = 910)

84.2 % 15.8 % 0.0 %

68.9 % 30.2 % 0.9 %

45.3 % 44.9 % 9.8 %

・日本社会のボリュームゾーンは「潜在的関心層」にあり（６割）、
次いで「低関心層」、もっとも少ないのが「関心層」

・第６期で中心に据えたサイエンスカフェや博物館は、
関心層にリーチする一方で、低関心層には ほとんどリーチしていない
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【現状・課題】
現在 注力している手段がリーチする“層”は、限定的とも言える。

【再考】
・現在 注力している手段を さらに推進・強化することで、

従来の未到達層も含めた“多層的”なリーチを目指していくのか？
or

・より未到達層にリーチしやすい別手段の推進・強化にも
リソースを振り分けていくのか？

   ・そもそも“多層的”の定義と目標を、どこに設定するのか？

② 「多層的な科学技術コミュニケーション」の範囲の確認
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③ 「科学技術コミュニケーションに関する人材」の解像度
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10



③ 「科学技術コミュニケーションに関する人材」の解像度

2025/05/15 科学技術・学術審議会 人材委員会次世代人材育成 WG（第 2 回）

（※ 以下すべて私見）

・社会としてのニーズは今や、「一般の人々との架け橋」よりも、
むしろ「政府や産業界との架け橋」の方にある。

・従来の科学館・博物館・大学による人材育成は、組織としての性質上、
「政府や産業界との架け橋」を育てる意識・知見・人材に欠けがち。

（ex. 科学館で活躍できる人材が、必ずしもビジネス現場で活躍できるとは言えない）

・今後 重視すべき育成対象は「科学を“伝える”スペシャリスト」よりも、
「科学を“使える”スペシャリスト」ではないか？

（科学を“伝える”能力の獲得は、目的ではなく手段の１つに過ぎない）

・政府・産業界のニーズから逆算した人材育成方針も打ち立てるべき？
（ex. 次頁 AIST SOLUTIONS で活躍できるような人材）
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③ 「科学技術コミュニケーションに関する人材」の解像度
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